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はじめに
　「赤ずきん」の物語はシャルル・ペローやグリム兄弟の昔話の中でもと
りわけ有名なものであり、今日でも子ども向けの童話の代表的なものと
して確固たる地位を持っているが、その物語の根幹をなす要素としてあ
るのが「人食い」である。今日ではディズニーのアニメ版のように「誰
も殺されない、誰も食べられることがない、悪い狼が懲らしめられて酷
い目に合うだけ」というようなものもあるが1）、それでも人食いの要素が
薄められただけで完全に消し去ることができるものではないだろう。「赤
ずきん」の解釈に対しては、精神分析学者たちが「赤いずきん」や「小
瓶」、「母親の戒め」などを俎上に挙げてその象徴性を論じているのに対
して、元々の民話にはなかったものを自分たちの都合のいいように扱っ
ているとして、しばしば非難が向けられている。しかし「人食い」に関
して言えば、ペローよりも古い形を残したものとされる民話版の方がよ
り関係の深いものであり、人が人を食べるカニバリズムがはっきりと描
かれている。本稿ではこうした「赤ずきん」におけるカニバリズムを主
に西洋文学におけるカニバリズムのタイプと通過儀礼的要素との混淆と
いう観点から論じていきたい。民話版「赤ずきん」で描かれているカニ
バリズムはギリシア神話やそこから想を得た文学作品でも描かれている
「復讐としてのカニバリズム」の一形態と捉えることもできるが、一方で
それとは重大なところで異なりを見せている。また民話から派生し、多
くの翻案・書き換えがなされたことによって、そこで描かれている「人
食い」も厚みのあるものになっている。ここではそういった「赤ずきん」
におけるカニバリズムの特性を明らかにしていきたい。
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Ⅰ．「赤ずきん」とカニバリズム
Ⅰ‒ 1. 赤ずきんと狼
　「カニバリズム」という言葉は一般的な辞書などでは単に「人を食うこ
と」や「人肉嗜食」などと説明されている2）。こうした記述を当てはめれ
ば狼がおばあさんや赤ずきんを食べる行為もカニバリズムとなるであろ
うが、実際には狼のような動物が人間を食べるような事例に対してこの
表現が用いられることはあまりない。カニバリズムは単に人を食べる行
為ではなく、同じ種族のものを食べる行為を指す言葉という見方が強い
ためである。そのためグリム兄弟の版（1811）を基として流通している
今日の「赤ずきん」はカニバリズムから引き離されたものだと言えるの
だが、一方で「赤ずきん」にはカニバリズムが暗示されていると解釈さ
れることも珍しいことではない。例えば「赤ずきん」を精神分析で解釈
したことでとりわけ有名なエーリッヒ・フロムは狼が赤ずきんを食べた
行為をカニバリズムと捉え、さらにそれが女性に対する一方的な性行為
を指し示すものであると指摘している3）。また「赤ずきん」の精神分析と
してフロムとともによく知られているブルーノ・べッテルハイムは赤ず
きんを食べる狼や赤ずきんを救出する猟師は共に少女が抱く父親像を表
すものだと主張している4）。しかしながらこのような「赤ずきん」の狼は
人間の男を表しているという見方は、20世紀に現れた思潮を待つまでも
なく、17世紀末にすでに述べられている。シャルル・ペローの『昔話集』
（1697）に収められている「赤ずきん」においては狼が人間の男とはっき
りと結びつけているのである。

狼と言っても、すべての狼が同じ種類ではないのです。
愛想がよく、おとなしくて、機嫌がよくて、怒らない、
懐っこくて、親切で、優しい狼もいるのです。
そういった狼が若いお嬢さんを追いかけたりするのです。
家の中まで、寝室にまでね5）。
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このようにペロー版では物語の後に添えている教訓で、若い娘に対して、
本当に危険な狼は人間の男であり、赤ずきんのようにはならないように
注意するべきという警句が発せられているのだ。
　とはいえ「赤ずきん」の由来に関しては実際の狼がモデルになってい
るという見方もある。民話が作られた当時は、現在とは異なり、狼は恐
ろしい存在として認識されていたのであり、狼への畏怖がこの話を形成
したという説である6）。しかしながら民話版、さらにペロー版やグリム版
において描かれる狼の行動（人間の少女を誘惑し、騙して、食べてしま
う）は実在する狼というよりも人狼を思わせるものであり、実際「赤ず
きん」の狼はしばしば人狼として認識されている7）。人狼伝説の古典的な
書物であるサイバイン・ベアリング＝グールドの『人狼伝説』によれば、
人狼はもともと「狼憑き」と呼ばれる自分を狼やほかの動物に変身する
と思い込む病気だったのが、「人肉を堪能するために秘術を用いた結果、
あるいは大罪を犯した人間が神の裁きを受けた慣れの果て」と民衆に解
釈されていたものである8）。彼らの特徴とされているのは人肉嗜食であ
り、狼との結びつきも絶対的なものではなく、地域によっては熊やハイ
エナなど別の動物に置き換わるものだ。ベアリング＝グールドの書物で
は人狼伝説とは直接関係のないジル・ド・レ裁判が詳細に取り上げられ
ており、「人狼」や「狼憑き」は人間の残虐性や病理から解明できるもの
と見なされている。いずれにせよ狼男と人肉を食べる人間との境界は非
常にあいまいなものなのである。
　ペロー版やグリム版の本編においてカニバリズムはこのように深く結
びつくと解釈されるものではあるが、あくまで秘められしものである。
その一方で「赤ずきん」の民話版においてはっきりとした形で人が人を
食べる行為が描かれている。まず登場人物について述べると、ヒロイン
の敵役となるキャラクターはペロー版やグリム版と同じように狼の場合
もあるが、狼男や人食い鬼、さらには人間の男の場合もある。また狼男
などであったとしても、残忍な性格や得体のしれなさを表す以上のもの
はなく、人間にはない特別な能力や特徴を示すこともない。さらに民話
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版では人食いを実践するのは敵役だけではない。次の引用文は狼男が敵
役として登場する民話版の抜粋である。

　少女は針を集めて楽しみました。そして狼男の方はおばあさんの家
につき、おばあさんを殺し、箱の中に彼女の肉を入れ、棚の上に彼女
の血を詰めた瓶を置きました。少女が到着し、戸を叩きました。
　「戸を押しなさい。濡れたわらで閉めているだけだから」と狼男は言
いました。
　「こんにちは。おばあさん、焼きたてのお菓子と牛乳が入った瓶を持
ってきました」。
　「箱に入れてちょうだい。中に入っている肉を食べて、棚にあるワイ
ンを飲みなさい」9）。

これはペロー版のより古い形のものとしてしばしば言及される有名なニ
ヴェルネの民話「おばあさんの話」である。基本的に「赤ずきん」の民
話版では、この版に限らず、ヒロインの少女がおばあさんの肉や血を摂
取する場面が描かれている。つまり本来の赤ずきんは単に食べられるだ
けの存在ではない、カニバリズムを実践する人物であるのだ。

Ⅰ‒ 2. 「赤ずきん」におけるカニバリズムの変遷
　「赤ずきん」におけるカニバリズムは基本的にヒロインとおばあさんと
狼（ないしそれに該当する人物たち）の三者間で行われる。ここでは「赤
ずきん」の変遷を彼らの関係性やカニバリズム描写に焦点を当てて述べ
ておきたい。「赤ずきん」のルーツとしては11世紀に書かれた話が最も古
いものとして挙げられることがあるが、これは洗礼用の赤いチュニック
を着た 5歳の少女が狼に遭遇するというもので、物語としては「赤ずき
ん」とはかけ離れたものとされている10）。また中国の昔話「虎姑婆」も
民話版「赤ずきん」によく似た話であることからしばしば俎上に挙がっ
ている。この話には（「赤ずきん」の民話版に登場する）少女が身内の人
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間（ここでは妹）をそれとは知らずに食べてしまう場面や（ニヴェルネ
の民話と同じような）用を足すふりをして逃げる場面が描かれている。
こうしたことからその関連性が指摘され、さらに「赤ずきん」がアジア
に由来するという説の根拠にもなっている。しかしアジア由来説は研究
者の中では否定的な見方も強く、アジアの民話との関連を否定している
ジャック・ザイプスなどは「赤ずきん」の原型を16～17世紀に普及する
ようになったフランスやチロルの民話だとしている。このような民話版
「赤ずきん」の共通する特徴として挙げられるのがヒロインの少女が親族
（多くの場合は祖母）を食べるというものだが、物語の結末はペロー版と
同じようにヒロインが食べられてしまうというものと自力で危機から抜
け出すものの大きく 2つに分かれている。この両極端な結末に対する解
釈としては、ヒロインが自力で逃げのびるものが本来の完全な形のもの
であり、悲劇的な結末のものは終わりの部分が欠落したのだろうという
見方がある。先に挙げたニヴェルネの民話は自力で脱出するものの代表
的なものであり、この物語が採録されたのは19世紀であるが、ペロー版
「赤ずきん」の原型としてしばしば言及される11）。両者の比較からペロー
版の結末は本来のものから歪められたものだとする批判を浴びている。
しかしながら現存する民話版においてペロー版と同じ結末をとるものが
数においては主要なものであり、またテクストの分析からペロー版の結
末は本来のものが歪められたものではないと擁護する立場もある12）。
　ペロー版とグリム版に関しては第 3 章で詳しく触れることとするが、
カニバリズムに関して特徴となるところを簡単に抑えておきたい。ペロ
ー版のあらすじで民話版と比較して大きく異なっているのが、少女がお
ばあさんを食べる場面が削除されたという点である。一方グリム版は赤
ずきんが狼に食べられた後、猟師に救出される、という今日の標準とな
るものである。これはペロー版に影響を受けつつも、ペロー版の結末部
分が気に入らず「狼と 7匹の子羊」という別の話を加えたものだと考え
られている13）。ペローやグリム兄弟によるバージョンは以後の「赤ずき
ん」に決定的な影響を与えたといわれているが、カニバリズムの観点か
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ら見ても非常に大きなものだと言えるであろう。
　カニバリズムが直接的に描かれた民話版に対してペロー版やグリム版
はそれが薄められたものだといえるが、20世紀になるとさらに薄まった
ものが現れるようになった。ディズニーの『赤ずきんちゃん』のように
今日では誰も死なない、誰も食べられない「赤ずきん」が跋扈するよう
になった。「赤ずきん」は文学や幼児教育に取り込まれた結果、直接的な
カニバリズム表現はおろかそれを連想させる残酷描写まで忌避されるよ
うになり、誰にも安心して見せたり、聞かせたり、読ませられたりでき
る無害なものへと仕立てられることとなった。しかしその一方で体制側
に取りこまれた「赤ずきん」への対抗からこれを大胆に転倒させようと
する動きも活発にある。有名なものだとジェームズ・サーバーの「少女
と狼」（1939）では赤ずきんが狼を自動銃で難なく殺してしまうし14）、ア
ンジェラ・カーターの「狼の群れ」（1979）では娘が暴力的手段を用いず
に狼男を手懐けて自分のものにする15）。民話版の「赤ずきん」はこのよ
うな流れからみると、従来の「赤ずきん」を大胆に捉えなおしてその価
値観を転倒させようとするものに呼応するものでもあるのだが、その中
核となるのがカニバリズムなのである。

Ⅱ．残酷悲劇から通過儀礼へ
Ⅱ‒ 1. 現実の反映として描かれたカニバリズム
　民話版「赤ずきん」におけるカニバリズムは何に由来しているのだろ
うか。その回答の１つとなる説を提示した人物の一人がロバート・ダー
ントンである。ダーントンは「赤ずきん」や「親指小僧」の民話版など
を例として取り上げて、18世紀のフランスの民衆文化と民話との関係性
を論じている。ダーントンは、グリム版に依拠して「赤ずきん」論を展
開するフロムやベッテルハイムを批判しながら、「赤ずきん」のもともと
のバージョンは無慈悲な世界を赤裸々に描いたものであり、秘密の象徴
を用いる必要などはなかったと主張している。彼によれば、フランスの
民話は空想的な色彩を帯びることはあっても、現実世界に根差したもの
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である16）。18世紀のフランス民話は近親姦や嬰児殺害、そしてカニバリ
ズムのような残虐な描写にあふれているが、それは語り手たちが無慈悲
な現生を赤裸々に語ったものだ、というのである。例えば彼は「親指小
僧」における親が子供を捨てるときの事務的語り口を近世初期のフラン
スでは子どもの死が日常茶飯事であったことを示唆するものだと捉えて
いる。もっともダーントンはカニバリズムに関して、民話版「赤ずきん」
以外にも様々なカニバリズムの話を取り上げながらも、その行為が日常
的な光景だったと事例を挙げて明言するようなことはしていない。カニ
バリズムが実際に日常的に行われていたというより当時の残酷な世界を
誇張して描いたものとも受け取られるようなぼかした叙述にとどめられ
ている。
　ダーントンは民話版「赤ずきん」のカニバリズムを当時の民衆世界の
後ろ暗い部分に基づいたものとしているが、最も一般的な解釈は伝統的
な儀礼を表したとするものである。つまりおばあさんを自分のものとし
て摂取することで、おばあさんの知恵を授かり、親族と役割を交代でき
る状態になることを示すためのイニシエーションを描いたものだとする
見方である17）。さらにイヴォンヌ・ヴェルディエは通過儀礼のための仰々
しい儀式というより、もっと日常的なものとカニバリズムを結びつけて
いる。彼女はヒロインがおばあさんを料理するトゥーレーヌ版18）などを
取り上げ、料理することができるようになるということが女性にとって
の通過儀礼であったこととを関連付けている。また彼女はこのような民
話版の赤ずきんと狼の行為が家畜の屠殺や解体、調理という農村での夫
婦の分担作業に対応するものであることも指摘している19）。このように
民話版「赤ずきん」のカニバリズムは、現実世界にある通過儀礼と結び
つける解釈によって、肯定的に受け取られることにもなっているのだが、
このことはカニバリズムを描いた物語の中でも非常に特徴的と言えるも
のになっている。
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Ⅱ‒ 2. 復讐のためのカニバリズム
　前節で取り上げたように民話版「赤ずきん」は細部に当時の現実世界
の痕跡がちりばめられているのだが、相手を騙して人肉を食べさせると
いう物語自体は珍しいものではなく、むしろ文学作品などで登場するカ
ニバリズムの主要なパターンの１つだといえるものである。とりわけよ
く知られているものの１つにギリシア神話のアトレウスとティエステー
ス兄弟の話があるが、王位をめぐる争いの後、王となったアトレウスが
ティエステースを騙して招き入れて、彼の子どもたちを殺して食事に出
したというものである20）。イヴォンヌ・ヴェルディエも民話版「赤ずき
ん」のカニバリズムを「アトレウスの会食」と形容しているように21）、両
者の類縁性は自明のものとして扱われているが、通過儀礼説をとる場合
においてこれは蛇足になるためか、あくまで名前が挙がる程度のもので
しかない。しかしながら復讐や相手を陥れるために家族を食べさせると
いうこのモチーフはヨーロッパの民話や昔話においてもカニバリズムの
話の定番と呼べるものになっており、その関係性は軽視できるものでは
ない。むしろ比較対照することは民話版「赤ずきん」の特徴をはっきり
とさせるものになっているといえよう。民話や昔話の場合はこうした復
讐のためのカニバリズムは他のジャンルのそれとは異なる特徴を見せて
いるのだが、ここでは『グリム童話集』に収録されている「ネズの木」22）

の例をして述べておきたい。この話は昔話の定番である「継子いじめ」
ものであり、後妻が疎ましく思っている前妻の子を殺害し自分の夫に食
べさせるという話である。通常騙されて自分の子を食べてしまう話では、
食べた人間は後にそのことを知って絶望を味わうのだが、「ネズの木」の
場合、そのような絶望や罪悪感は描かれず、父親は自分の子どもを（そ
れとは知らずにではあるが）食べるという役割を淡々とこなすだけであ
る。「ネズの木」では最終的に性悪な継母は死に、殺されて食べられた子
どもは生き返るという大団円を迎える。この「ネズの木」の類話はフラ
ンスの民話にもあり、ピカルディ地方の民話「残酷な母」がそれにあた
る。この民話は「ネズの木」に酷似した粗筋であるが、継母ではなく実
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の母親が息子を殺して、夫に食べさせる。また殺された子どもが生きか
えることはない23）。このように民話・昔話においてカニバリズムは家族
間でも平然と行われるものになっている。主人公に仇なす母親は罰せら
れて死ぬが、自分の子どもをそれとは知らずに食べた父親は、悪人とい
うわけではないので、幸せに暮らしたと結末で語られるのだ。つまり主
人公に敵対することが許されざる行為であって、カニバリズムは継母や
実の母の残忍さを強調するものとしてしか描かれていない。これは民話
版「赤ずきん」も同様で少女がおばあさんを食べてしまったことを知っ
て絶望するというようなことにはならないのだ。
　民話版「赤ずきん」もこのように「ネズの木」などの民話・昔話とカ
ニバリズムの描写で共通しているところがあるのだが、カニバリズムが
通過儀礼として解釈されるのは民話の中でも異例なものである。そのよ
うに解釈される大きな理由となるのがカニバリズムを実践するのがヒロ
インの少女であるところと彼女が人肉を食べさせられる動機がはっきり
と描かれていないところである。狼（あるいは狼男や人間の男）が娘に
祖母を食べさせた動機は明示されていないために、通過儀礼的描写と相
まって、様々な解釈や対照的な見方を可能としているのだ。「ネズの木」
などと同様に猟奇的な感情でもって少女を貶めようとしたとも考えられ
るし、特に意図はなくただ単にお腹を空かせている娘に食事をさせたと
も考えられる。「赤ずきん」との関連性が指摘される中国の「虎姑婆」の
場合、ヒロインの母親に変装している虎が夜中にヒロインの妹の指を食
べているのを見て、ヒロインは「私も食べたい」という。虎は仕方なく
指を 1本食べさせるが、その時に虎が母親になりすまし妹を食べていた
ことにヒロインが気付くという展開である。こうした子どもに食べ物を
与える一方で最終的に食べてしまおうとする姿に対しては「大母（グレ
ート・マザー）」の肯定的側面と否定的側面と捉えることも可能であろ
う。大母については第 3章第 2節で触れるが、「赤ずきん」の狼と同一視
されることがあるので、比較対照するうえで参考になるものであろう。
　アトレウスがティエステースに息子たちを食べさせる話（あるいはそ
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れと同じタイプのカニバリズムが描かれている物語）のクライマックス
となるのが、食後にアトレウスが真相を暴露する場面であり、文学作品
などの物語では最大の見せ場となる。民話にもこれに相当するものはあ
るが、クライマックスというよりその後の展開のきっかけとなるもので
ある。「残酷な母親」では殺された子どもの亡霊が「母さんがぼくを殺し
た、父さんがぼくを食べた」と妹に伝えて真相が明らかになる。民話版
「赤ずきん」でもこれと似た形のものであるが、必要性がより薄いものに
なっている場合が多い。例えばニヴェルネの「おばあさんの話」では少
女がおばあさんを食べた直後に雌猫が現れて次のように言う。

いやだ、ひどい匂い、なんて娘だ、自分のおばあさんを食べるなんて24）。

しかしながら少女はそう言われても特に気にすることもなく、そのあと
カニバリズムについての言及がないまま話は展開し、少女は狼男の悪だ
くみに気が付き、自力で逃げ延びることに成功する。このようにニヴェ
ルネの民話における猫による真相の暴露はその後の展開において特に意
味を持つものではない。ただしペロー版と同様に少女が食べられてしま
うという結末のものの場合はおばあさんを食べた報いを受けることへの
伏線という解釈ができないこともない。またトゥーレーヌの民話版では
おばあさんを料理している少女に対して天使の声が警告し、少女はその
声を気味悪がって、食べることを断念する。このように民話版「赤ずき
ん」にもカニバリズムを非難する声が描かれており、カニバリズムが必
ずしも肯定されているというわけではないのだが、興味深いことにそれ
を非難したり阻止しようとしたりするものが猫や天使のように人外のも
のばかりなのである。これはカニバリズムが非人間的行為ではなく、人
間的行為であると示しているのかもしれないが、共同体の一員ではない、
外部のものの視点を分かりやすく表したものだとも言える。つまりある
共同体における伝統的な行事が、それを気味の悪いものとして眺める外
部から視点と織り交ぜて、相対化しながら描かれているのである。
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　民話版「赤ずきん」のカニバリズムは古くから文学でも語り継がれて
きた復讐のためのカニバリズムが用いられたものであるが、当然あるも
のとされてきた動機や激情といった様々なものが欠落している。しかし
そのことや土着化して様々な要素が盛り込まれることによって解釈の幅
を広げ、新たな視点を与えることとなったのである。

Ⅲ．ペロー及びグリム兄弟による改変
Ⅲ‒ 1. 食べられる娘
　「赤ずきん」は今日においても最も有名な昔話の１つであるが、今語ら
れているのは先に述べた民話版のようなものではない。今日の「赤ずき
ん」に決定的な影響を与えたとされているのが、シャルル・ペローやグ
リム兄弟による「赤ずきん」である。しかしながら彼らによるテクスト
は影響力の大きさが言われている一方で、本来の話を捻じ曲げたもので
あるとして厳しい批判にもさらされている。民話版とペローのテクスト
との違いで最もよく知られているのが、名前にもなっている「赤いずき
ん」であり、これはペローやグリム兄弟の影響を受けていないと考えら
れる民話版には見られないものであり、ペローの創作だと考えられてい
る。その他にもペロー版の特徴と言える部分は主人公の性格や（カニバ
リズムの場面や結末などの）プロットの違い、教訓の付与などいくつも
あるが、ここではペロー版に対するベッテルハイムとジャック・ザイプ
スの批判を取り上げながら、ヒロイン像について述べていきたい。
　ベッテルハイムは精神分析の立場から昔話をエディプス期の葛藤に直
面した子どもがそれを克服する物語だと解釈したが、彼はその一例とし
て「赤ずきん」も挙げている。彼の「赤ずきん」の分析はグリム版とペ
ロー版との比較からなっているが、（彼の見方に都合がよい）グリム版の
方が本来の形をしたものであり、ペロー版「赤ずきん」は本来のものを
歪めたものとして徹底して批判している。その主要な批判の 1つがヒロ
インの性質であり、ペローの「赤ずきん」の場合、何の落ち度もないヒ
ロインが悲劇的な結末を迎えてしまうこと、さらにベッドシーンの細部
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によって無邪気でかわいい女の子のはずが最終的に自堕落な女に仕立て
られたことをやり玉に挙げている25）。グリム版では「道をまっすぐに進
み、道草を食うことのないように」という言いつけを、狼にたぶらかさ
れて、守らなかったことの報いであることがはっきりと示されている。
猟師によって救出された後、赤ずきんはそのことを反省するのだ26）。そ
れに対してペロー版の赤ずきんは母親に逆らってはおらず、母親の言う
とおりにガレットとバターの小瓶をおばあさんの所に届けたのだ。途中
狼に仕組まれて遠回りになる道を進んで寄り道をするが、別に禁止され
ていたこととは描かれていないのだ。
　一方ザイプスはニヴェルネの民話版のような話を本来の「赤ずきん」
の完全な形だと捉えていて、ペロー版やグリム版は近代的な価値観によ
って歪められたものだとしている。ザイプスはペローの昔話のヒロイン
像を家父長制擁護のために作られたものとしてしばしば批判しているが、
唯一の警告物語である「赤ずきん」のヒロインは他とは異なり悪い手本
として、こうならないように学ぶものとして提示されていると指摘して
いる27）。ザイプスの説の主な根拠となるのは物語の後に挿入されている
教訓の方である。

お分かりになったでしょう。若い子たち
とりわけかわいくて、器量がよくて、育ちのいいお嬢さんが
誰の言うことでも聞いてしまうことはよくないということが。
狼が食べたとしても不思議なことではないのです28）。

ザイプスによればペロー版「赤ずきん」のメッセージはここで示されて
いるように、「（規範を逸脱したためレイプという罰を受けた）赤ずきん
のようにならないための振舞いをするように」というものである。さら
にザイプスはペローの「赤ずきん」は女性が誘惑されたりレイプされた
りすることを望んでいるという男性が持つ一般的な女性観を反映させて
いることも指摘している。ザイプスは民話版「赤ずきん」の語り手が周
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りの世界と折り合いをつけようとしている少女に寄り添ったものだった
のを、ペローが正反対なものに変えたと非難している。彼はフロムやベ
ッテルハイムの精神分析的解釈にも難色を示しているが、それはペロー
やグリム兄弟によって作られた登場人物の行動にすぎないものを普遍化
していることを問題視するからである。確かにザイプスのいうようにペ
ローのテクストは男性目線で書かれたものであることに疑問の余地はな
いのだが、ペロー自身が赤ずきんを規範から逸脱した（それゆえに罰せ
られる）女性と捉えて、真似してはいけない悪しき見本として提示した
とは言い難い。むしろ男性に喰われる女性としてふさわしい理想像を追
求したと言えるのだが、以下ではその理由について述べていきたい。
　ペロー版では削除されている民話版の要素としてよく指摘されるもの
として、留め針の道と縫い針の道のうち少女が縫い針の道を選択する場
面、少女がおばあさんを食べる場面、着ていた衣服を脱いで火の中に捨
てる場面、用を足すふりをして逃げだすことに成功する場面などがある
が、いずれも通過儀礼に深く関わるものと指摘される箇所である。この
ようなことからペローは「赤ずきん」の原話から少女の成長に関わる通
過儀礼の要素を取り去ったと指摘されている29）。この通過儀礼的要素の
削除については、ドラリュなどのようにこれらに見られる幼稚さ、残酷
さや下品さが当時の王朝時代の倫理観・価値観にそぐわないから取り除
かれたのだという見方もある30）。しかしながら少女の成長や自律にかか
わる部分が取り除かれ、消費されるものでしかなくなったペローの「赤
ずきん」は、民話版や後のグリム版などと比較しても、下劣なものだと
もいえる。ペロー版で逆に付け加えた民話版にはない要素にしても食べ
られる少女のイメージが補完されたものになっているのである。ペロー
による創作とされているもので最も有名なのが少女の名前ともなってい
る「赤いずきん」であるが、それとともに「（村の人々が）いままで見た
なかで最もかわいい少女」と説明されている31）。民話版にはヒロインの
外見に関する言及はなく、比較するとペロー版の際立った部分でもある
のだが、物語の上でそのことで最も利益を得るのは彼女を消費する側で



104

あり、食べ物としての味・美味しさを表すものになっている。また彼女
が狼に警戒することなく話を聞いてしまったのは狼の危険性を知らなか
ったとテクスト上で述べられている32）。これはザイプスのような解釈も
できるが、疑うことを知らないのは純真無垢さを表すものであり、処女
性を強調したともいえるだろう。ザイプスはペローの昔話の女主人公が、
男主人公と違って、あまり賢くない（そのためしばしば愚かなことをし
てしまう）ことが美徳として称揚されていることを指摘しているが、赤
ずきんの性格はこれに対応するものだと見ることもできるのである33）。ま
たペロー版では狼による 2度の食人の場面が描かれるが、おばあさんを
むさぼり食ったときは「 3日以上何も食べていなかった」という理由が
わざわざ加えられている34）。これによって 2度目の食人である赤ずきん
の場合は生きる上での必要なものではなく「人肉嗜食」であることが強
調されている。同じ食人でも前者は栄養補給のため、後者は美食のため、
というコントラストを加えて男が若い娘を食い物にすることを演出して
いるのである。
　ペローの「赤ずきん」のストーリー・ラインは同じ結末を採用してい
る民話版と基本的に同じものだと言えるが、彼は娘を食べてしまいたい
という欲情を抱く男性の側に寄り添い、ヒロインを男に食べられる娘に
ふさわしいものへと改造した。彼女は食用の仔羊や仔牛と同様の存在で
あり、通過儀礼的要素は不要であるばかりか、料理を台無しにしてしま
いかねないものであった。以上のような観点からするとペロー版のカニ
バリズムの削除は野蛮でおぞましい行為だったから、倫理的に許されな
い行為だったから、などと単純に捉えることはできない深刻な問題を孕
んだものだと言えよう。

Ⅲ‒ 2. 呑み込まれた少女と詰められた石
　グリム兄弟による「赤ずきん」は1812年に出版された『グリム童話集』
第 1巻に収められたもので、後世においては正典のように扱われること
となったものである。とりわけ精神分析的解釈などでは、グリム版のみ
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を取り扱ったものが「赤ずきん」全体として解釈されることがあり、こ
れは後に批判を呼ぶことになった35）。グリム版「赤ずきん」はマリー・
ハッセンプフルークというユグノー派でフランスから逃れてきた一族の
女性から採集されたものであり、ペローに由来するものだと今日では考
えられている。そのためアラン・ダンダスはグリム版を「口承の話を文
学的に改作したものをさらに改作したもの」、「正真正銘の口承伝承から
『二段階』かけ離れたもの」だと述べている36）。グリム版の最も大きな特
徴はハッピー・エンドに変えたことにあり、「猟師が狼の腹を切り裂い
て、赤ずきんとおばあさんを救出し、皆で狼の腹に石を詰め込み、狼は
石の重みで死んでしまう」となっている。このモチーフは『グリム童話
集』にも収められている「狼と 7匹の子羊」を借用したものだと考えら
れている。つまりペロー版のような結末が気に入らないため、安易に別
の民話の結末をとりいれただけのものだともいえるものだが、この付け
加えられたモチーフは多くの研究者を魅了し、「赤ずきん」の本質として
捉えられるようになったのだ。こうしたグリム版に偏った「赤ずきん」
論に対して近年は非難する声が強くなっていったが、私市保彦が指摘す
るようにこのモチーフは通過儀礼を強く連想させるものでもあり、フロ
ムやベッテルハイムらの分析には通過儀礼の観点から民話版を分析した
ものに通じるところもある37）。またカニバリズムの観点から見ると、こ
れまでとは別の種類のカニバリズムが導入されたということは興味深い
ことだと言えよう。
　グリム版における「子どもを丸呑みにする」ことや「石を詰め込む」
という話から最も連想されるものはギリシア神話でのクロノスとゼウス
の挿話であろう38）。この話と「赤ずきん」は子どもを呑み込む、呑み込
んだ子どもを排出する、石を身代わりにする、という 3つが兼ね合わさ
れていて、容易に類似性を見ることができる39）。ここではこれに関連し
てギリシア神話におけるカニバリズムについて、それと補完性を持つ近
親姦とともに、簡潔に触れておきたい。吉田敦彦は世界中の神話におけ
る近親姦は世界秩序を乱す強烈なタブーとして扱われる一方で、既成の
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秩序が転覆されたり更新されたりしないといけない場合、その転覆や更
新の原動力となっていることを指摘している40）。吉田がギリシア神話で
例に挙げているのがカニバリズムも行っているゼウスやティエステース
であり、そこからもカニバリズムと近親姦の相関関係を見出すことがで
きるであろう。カニバリズムには吉田が近親姦について述べているよう
な既成の秩序を転倒させようとするものとして称揚されることがあり、
特に20世紀ではラテンアメリカで西洋の植民地主義に対抗するためのス
ローガンともなった41）。ギリシア神話においてもプロクネーとピロメー
ラーの復讐はそれにあたるものだと言える42）。しかしながらクロノスや
ゼウスによるカニバリズムは既成の秩序への脅威を排除するためのもの
であったし43）、ティエステースの場合は、権力を掌握したアトレウスが
排除すべき異分子であるティエステースを貶めるために行わせた行為で
ある。プロクネーとピロメーラーにしても自身がカニバリズムを行うの
ではなく、相手にやらせることで復讐を果たしている。このようにカニ
バリズムと近親姦は共通点を持ちながらも、場合によってはコントラス
トをなすものである。狼と赤ずきんとの関係は、グリム版の登場以後、
こうしたクロノスとゼウスのそれに相当するものとなった。つまり狼は
体制側から異分子を排除しようとするものであり、一方赤ずきんは既成
の秩序への反逆者である、という含意が付与されたのである。
　「赤ずきん」研究でこのことに最も関連する解釈を提示しているのがユ
ング派の研究者による「大母」の元型である44）。ユング派において神話
などに登場する怪物退治は父親殺しと母親殺しの両方の面を持つ。ここ
での母親殺しは自分から離脱することを許さず呑み込もうとする母親と
の戦うことであり、母親からの自立を獲得しようとするものである。河
合隼雄はグリム版「赤ずきん」の狼を大母と結びつけているが、彼はと
りわけ日本の昔話に登場する山姥などを引き合いに出しながら、大母と
して表されるものの両面性、子どもを慈しみ育む肯定的側面と何もかも
呑み込んでしまおうとする否定的側面を指摘している。また河合はグリ
ム版「赤ずきん」に登場する石について不妊を表すものだとしている。



107

これは河合も注で示しているようにフロイト左派とされるエーリッヒ・
フロムの解釈を取り入れたものであるが、河合は山姥が石を食べさせる
モチーフに注目して、石が大母の生産性を失うことを表すものだと指摘
している45）。とはいえ昔話において人肉を食べようとすることに対して、
別の食べ物にすり替えてそれを回避する、というのは定番と呼べるもの
である46）。そのため石の象徴性はこうした人肉の代わりになる食べ物と
の関連も目配りした上で考慮されるものであろう。
　グリム版におけるハッピー・エンドとなる展開は、別の話を安易に取
り入れ、本来の話を歪曲した、ご都合主義と呼べるものである。しかし
ながらそれは結果としてペローによって徹底的に削られた通過儀礼的要
素を取り戻させ、また狼を体制側、赤ずきんをそれに対峙する反体制派
と位置づける解釈を生み出させた。グリム版によって付け加えられた部
分の解釈は、それ以前に作られたもの、あるいは「赤ずきん」全体に対
する解釈としては意味を為さないというわけではなく、むしろ比較対照
をしやすくし、そこにある事象や問題点を浮かびあがらせることにもな
っているのだ。

おわりに
　本稿では「赤ずきん」のカニバリズムに焦点を当てて、この物語がど
のような特徴を持つものなのかを論じた。民話版「赤ずきん」ではあり
ふれたカニバリズムのモチーフが用いられているが、伝統的儀礼や民話
独特の様式などが結びつくことで、単なる残忍な行為ではない、人間の
営みや積み上げられた文化に深く根付くものへと昇華させた。ペローや
グリムによる改変という行為も、こうしたカニバリズムの物語としての
民話版「赤ずきん」の立ち位置から見れば、そのこと自体は許容される
べきものであろう。重要なことは民話版「赤ずきん」におけるヒロイン
がおばあさんを食べるというモチーフを今後も大切に扱い、ペロー版や
グリム版、そしてそれ以後の「赤ずきん」と対称的に捉えることの必要
性・重要性を認識することである。「赤ずきん」はどのように世界や他者
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と関わりながら生きていくべきなのか、そのことについてカニバリズム
を介して、様々な少女の例を提示しながら、読者の認識を深めることを
促すものであるのだ。
� （本学非常勤講師）

（注）

1）	 バート・ジレット（監督）『赤ずきんちゃん』（アメリカ、1934）.
2）	『広辞苑』第七版、岩波書店、2018、p. 591. この語の基になっている「カニバル」

はもともと16世紀初頭にクリストバル・コロン（コロンブス）が伝聞で知ったカ
リブ海諸島で食人習慣をもつ民族に由来する言葉であり、ヨーロッパの人間が新
世界の得体の知れない人たちに貼り付けたレッテルであった。そして後年になっ
て「イズム」という語尾を付けて食人行為を表すものとして地域や民族に限定せ
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